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　　　　近代的尺度 「1m ＝ 3．3 尺 」、 逆数 「1尺 ＝ 0．303　m 」の 普及
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Diffusing　the　use 　of 　Japanese　Modern 　Measure’s　‘1m ＝3．3shaku （尺）
’
and 　the　Reciprocal　

‘
lshaku （尺）＝ 0．303m

’

The 　Measures 　of 　the 　Shipyard　Construction　at 　end 　of 　Edo　Period（Bakumatsu （幕 末））一

Kenji 　YAMADA

Abstract

　There　were 　two 　opinions 　on 　the　value 　of 　conversion 　from　Japanese 　old 　measures （Shakukanhou （尺 貫

法））to　the　modern 　metric 　system ．　 The 　one 　of 　them 　was 　
‘
　1　m ＝3．298432 　shaku （尺）

’

and 　the　reciprocal
‘ l

shaku ＝0．304　m
’

which 　was 　based　on
‘ldegree　of　latitude128．21i（里）

’

，　 and 　the　other 　was
‘ lm＝3．3

shaku
’
and 　the　reciprocal

‘1　shaku ＝0．303　m
’
．　The　Former 　was 　used 　at　the　training　workshop 　of 　the

shipbuilding 　at　Nagasaki 　Naval 　Institute（長 崎海 軍 伝 習所 ）which 　was 　built　by　the　Dutch 　Naval ，　 its

training 　was 　carried 　out 　between　2nd　and 　4th　of　Ansei −era （1855〜 1857）．　 Hisoka　MAEJIMA （前島

密）succeeded 　the　subject 　note 　in　this　workshop 　f士om 　Ukichiro　TAKEUCHI （竹内卯古郎）who 　was 　a 　trainee

of 　this　Naval　lnstitute．　 And 　MAEJIIMA 　wrote 　the　note 　
“The 　Theories　of 　the　Steam （Jyokizatusetu（蒸

気雑説））
”
about 　the　steam 　engineering ，　 made 　it　clear 　in　this　note 　that　the　value 　of　conversion 　standard

to　the　metric 　system 　was
‘lm ＝3．298432　shaku

’
．　Kinzaburou 　SIMOZONE （下曾根金 三 郎）of 　Uraga 　city

magistrate
’

sofficer 　might 　have　used ‘ lm＝3．3　shaku ’ for　bu且ding　of　Europe・shaped 　ships 　since 　1850

and
‘l　m ＝3．3　shaku

’

used 　to　construct 　Yokohama　and 　Yokosuka　ironworks　which 　were 　the　first　Japanese

modern 　shipyard ．　 Their 　constructions 　began　at 　2nd 　in　Ganji・era （1865 ），
　 which 　was 　aided 　by　France

government ．　 As　those　constructions 　ledto　takeoffthe　industrialization　in　Japan ，　MAEJIMA
’
s　measures

of
‘1皿

＝3298432 　shaku
’
　was 　repealed ．

Keywords： Shakukanhou（尺 貫 法），　metric ，shaku （尺 ），
　li（里 ），

Hisoka 　MAEJTMA （前島密），
　Jyokizatusetu （蒸気雑説），

Ukichiro　TAKEUCHI （竹 内卯古郎），1（inzaburou 　STMOZONE （下 曾根金フ三 郎），
　Uraga

，
　Y ）kohama ，　Yokosuka ］

　 1． 始め に

　江戸時代の メ
ー

トル 法に よる尺貫法の 換算書 の

刊行は 、宇田川玄 真著 『遠西 医方名物考補遺』（天

保 6 （1835））の 緒方洪庵 （以下、洪庵）に よる凡例に

始 まる
1｝
。洪庵 に よ る メ

ー
トル 法 の 導人は、そ の

後 、医学界に止 ま らず製造技 術分野 を象徴す る幕

末の 造船や、大砲 の 製造、そ の 理論的基礎 となる広

瀬元恭 『理 学提要 』（嘉永 5 （1852）〉な どの物理 学

分野 に も引き継がれ た
2）。特に、高島流砲術 の 流

布 とともにそ の 換算値 も実用 的か つ 有効的な数値

へ と変化 した 。 メ
ー

トル 法 の 実用 化 を進 め た そ の

中心 は、高島秋帆や秋帆 2 世、茂武、下曽根金三 郎
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（以 下 、 下 曽根）と門下 の 内田 五観 （以下、五観）等

の 幕府官僚で あっ た
3｝
。

　彼等 の 活躍 は、嘉永 6（1853）年の ペ リ
ー

来航を

契機 とす る大 型船建造 の 解除 、 そ し て 、急速に 進 む

浦賀造船所 の 建設や同所で の 大砲の 製造、次い で

西洋型船舶 の 造修所 で ある長崎製鉄所や横浜 製鉄

所 、横須賀製鉄所 の 建設 な ど幕府や諸藩の 西洋式

船舶の 建造を 中心 とす る殖産興業政策に大きな影

響 を与 えた
4）
。

　明治維新以降、各藩お よび幕府の 殖産政策 の た

め に幕末に 導人 され た造船や大砲 に代表 され る艤

装 に関連する こ れ ら西欧 工業技術 の 移入 で培われ

た産業技術 の 近代化 は、軍事的 な面か らの み な ら

ず徐 々 に、近 代的製糸や紡績へ と波及 して い くこ

とになる。

　 こ の よ うな幕末 の殖産政策の 進展 と工 業化の 分

岐点は 、西欧造船技術確立 の 基礎 となる嘉永 6 年

の 幕府 の 浦賀で の 国産西欧帆船型 軍艦 「鳳凰丸」

の 建造、及 び 、翌、安政 1（1854）年か らの 戸田 と安

政 2 年 の 石 川 島で の 君沢型 ス ク ーナ帆船 の 建造で

あ っ た
5＞。

　 しか し 、
こ れ ら帆船の 造船 とは異な り、長崎で

の 海軍 伝習所 （安 政 2）や築地 で の 軍艦操練所 （安

政 5（1858））、 長崎溶鉄 （製鉄）所 （文久 1（1861））建

設 は 、増加す る蒸気船に対応す るもの で あ り、同

時に西洋型船舶 の 造修に対応 し た もの で あ っ た
6）

。

　蒸気 船を 中心 とする艦船の 造修所で あ る長崎製

鉄 所は 、直接的なオラ ン ダを初め とす る西欧諸国

の 近代工 業技術 の受容の 端 緒で あ り、メ
ー

トル 法

を基盤 とす る本格的な近代的造船技術の 導入 を 目

指 した も の で あっ た 。 しか し、安政 5 年 日米修好

通 商条約が結ばれ横浜が開港 され る と、長崎で の

出島を中心 とする和蘭貿易や中国貿易が衰退 し近

代 的造船技術 の 導入 も、長崎に か わ り、横浜が担

うよ うになっ た
7）。

　横浜 で の 修船や造船技術の 受容 は 、ナ ポ レ オ ン

1世 の 死後 1820 年代に急速に産業革命が進ん だ フ

ラ ン ス に よ る影響が大 き い 。特に 、ナポ レ オ ン 3

世 が即位 し、英 仏 同盟 に よ っ て 、ク リミ ア 戦 争

（1853− 1856＞で フ ラ ン ス が ロ シ ア に勝利す る と、

中国や極東に も英国の みな らずフ ラ ン ス の 力 が増

大 した 。 江 戸幕府がフ ラ ン ス か ら直接、近代工 業

技術 の 導入 を図 る こ とに な っ た 元治 1（1864）年 の

横浜製鉄所 と横須賀製鉄所 の 建 議、同 2 年か らの

建 設はそ の象徴で あ っ た
8〕

。

　こ の よ うに幕府 の 艦船 の 修造技術や大砲 の 製 造

を 中心 とす る殖産興 業政策 の 最終段階は 、フ ラ ン

ス に よ る影響が大き く、洪庵以来 オ ラ ン ダか ら受

容 して きたメ
ー

トル 法 に基づ く近代的尺度 ［1m ＝

3，3 尺］をそ の 技術的基盤 と し て 展 開 し た。

2、長崎で の メー トル 法

　高 島秋 帆 、茂武 親子 は 、蛮 社 の 獄 （天 保 10

（1839）〉に 続 き起 こ っ た 鳥居耀蔵 に よ る讒訴 に よ

っ て 、天 保 13年 に 逮捕 され （長崎
一

件〉、同 14年 に

江戸 に 送 られ拘束 され た 。 事件後 、
4 年 の 弘化

3（1846）年に秋帆処分 の判決が下 りたが、子 の 茂武

は 50 日の 押込 とい う軽罪で終わ っ た
9）
。

　茂武 は長崎に戻 り、秋帆 2 世を名乗 り高島流 の

師範 と して 活躍する。 こ の 時期の 茂武の 活躍を示

す資料に 『高島流妬術権度量衡』（嘉永 4（1851））が

あり佐賀県立 図書館 と長崎大学武藤文庫 に残 され

て い る
且o）。こ の 筆写本は 、そ の 基礎 に伊能標準 「緯

度 1 度＝28．2 里 」「1m ＝3．289248 尺コが用い られ

て い る 。 こ の 書 の 中で茂武 は、伊能標準の 尺度 を

「量地尺 」 と い い
、

一
名 「念佛尺 」又 「享保尺 」

として い る
ll）
。しか し、伊能標準に つ い ては 、実

際 の 手 工 業製品 、 大砲 を含め た 「機械製作度」
12）

は 、伊能標準 よ り 4 厘短 い 尺度 （伊能曲尺）が用い

られ て い る と し 、 以 下 の 計算か ら換算値 を導きだ

した。

　 3．289248 尺 X1 ．004＝3．302405 尺

　 　 　 　 （小 数点 第 7 位 を四 捨 五 入 ）

伊能 曲尺 「1m ＝3，3024 尺 」

表 1 『高 島流妬術権度量衡』に よ る換算

1會 尓

（m ＞
1會 尓 1尺 1寸 1寸立 方

一
寸

新制尺 度
1000

（mm ）

33024

　（尺）

30281
（cm ＞

3．0281
（cm ）

27、766
｛cm う

30281

（  ）

1把爾 牟

立方

1罕

（骨佛）
1合

　 1升

64B27 寸 立方

一
寸

新 制 液料
’

乾料（体積） 1000

（cm う

5．55
（合〉

180

（cm う

1800

（cm う

1寸 立 方

27766

（cm う

30281

〔cm ）

1把爾 牟

立方
1封土 1銭〔匁 ） 1寸 立 方 1寸立方 一

寸
新制 雑 貨

秤 量 （質 量） 1000

（9＞

26667

（銭 （匁 ｝）

375

（9）

7404

（銭 （匁）〉

27766

　（9）

30281

（cm ）

注意 質量 1匁は 、2776617404 ＝375 （少 数 点第 3位 を
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　 こ の 伊能曲尺 「1m ＝3．3024 尺 」 を基 に、メ
ー

ト

ル 法的関連で 尺 貰法 と の整合性を図 っ た の が 表 1

で ある。

　なお 、上記、表 1 の
、

  尺度標準は、［1m ＝3．3024 尺］逆数 「1 尺 ＝

　　0．3028ユm （小 数 第 6位 を 四捨 五 入 ）」。

  体積は、「1寸 立方＝（0．30281）3＝27．　766cm3（小

　 数 点 第 4位 を 四 捨五 入 ）1

　　 1 升；64．827 × 27．766 ＝1799．99

　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 （小 数 点 第 3位 を 四 捨 土 人 ）

　　　　　1 升＝1800cm3

　　　　　 1　1C訟完）＝ 5．55 合

  質量は、実験結果 より 「1升＝480 匁」。

　　 1匁 ＝ 1800／480＝ 3．75

　　 1kg11000 ／3．　75＝266，66　6循環

　　　 ．1kg ＝ 266．67 匁

と し た。

　 もっ とも、茂武は、実験結果 よ り生 じた 「1 升 ；

480 匁」に 白信がなか っ た とみ え、「1 封度 （lkg ）」

すなわち権 に つ い て は 、 （a ＞洪庵 （高島秋帆か ら依

頼 され た名村 も採用 〉が 用 い 、上野 常足 が述べ た所

謂 ニ
ー

マ ン 標準 で はな く
13）
、（b）西儀十郎 が 「家

輩 」 が 使用 し た とする標 準 を 、ニ
ー

マ ン 標準 と し

て 用い る よ うに指導 して い る
14）。

　そ れ ぞれ を簡 単に （a ）、（b）を述 べ る と 、

（a ） ニ ーマ ン標準 （洪庵、上野 常足 ）

　 a ．尺度 ： 「1m ＝ 3．28889 尺 」 逆数 「1 尺 ＝

　 　 0．304054m 」

　 b．質量 （尺 度か ら求め た ）：

　　 「lkg ＝ 266．8144 銭 （匁）」 、逆数 「1 銭 （匁）

　　＝3．7479　g」

（b）西儀十郎が 「家輩」 が使用 し た とす る、

　 a ，尺度 ； 「1rn＝ 3．287031 尺 」、逆数 「1尺 ＝

　 　 0，304226m 」

　 b．質量 （尺 度か ら 求 め た ）：

　　 「1kg ＝ 267．9024 銭 （匁）」、逆数 「1匁 ＝

　 　 3．7327 　g」

　茂武 は、（b）の使用 を指導 した理 由を、最終的に

「蒸留水 ノ軽重 バ
ー

定ナラズ故 二 、今左 二 記 ス ハ

天保年間在館加比 丹仁意満 ト云者定ム ル 所ナ リ」

15）
と し

、 表 1 の 「1 匁 ＝3。75g 」 で はな く 、 ［1 匁

＝ 3．　7327g ］を使用す べ き と模索 した。

　そ の
一

方 、尺度につ い て 高島流で は、茂武 の 表

1、「lm ＝3．3024 尺 」か ら 、 簡略 化 した と推測 され

る近 代的尺 度 厂1m ＝3．3尺 」 が下 曽根 を中心 に流

布 した 。

　近 代的尺 度 「1m ＝3．3 尺 」 の 初見 は、下 曽根先

生 閲、三宅友信 『鈴林必携』（嘉永 5 （1852））「序」

16）で あ る 。ほ ぼ、同時期 と思われ る が、宇 田川榕菴

（以下、榕菴〉『西洋度量衡』（刊行年未詳、武 田製

薬蔵 ）に も記載が ある
17）。

　 こ の 書に は洪庵 の 度量衡『遠西医方名物考補遺』

の 「凡例」 が添付 されて い る。

　榕菴 は 、『西洋度量衡』の 「E 項」 で 「El　 of 　elle

maat 會尓 和 蘭尺 当三尺 三寸 　元享堂」と記 して

い る
18｝

。 元亨堂に つ い て は不 明 で あ るが 、 和製會

尓尺 の 製造元 であ る と推定 され る 。

　 「E 項」 とは別 に、榕菴は ［G 項］で 緯度 1 度

に つ い て 「Graad 度 二 十八 里 二 分」
19）

と伊能標準

を記 し 、
「1m ＝3，289248 尺」 とな る の で 、 両項 の

整合性 に欠 け る。なお 、伊能標準 「緯度 1度＝28．2

里 」 が、広 く公 に な る の は、『海上砲術全書』 （天

保 14（1843＞）で あ り、榕菴 も訳業 に参加 し て い る

20）
。

3．下 曾根金 三郎 と浦賀での 造船

　下 曽根 金 三 郎 閲 、
三 宅 友信 が 『鈴林 必携』 の 序

で 、「1m ＝3．3 尺 」 と記 した の は嘉永 5（1852）年版

と 6 年版で あ り
2v

、 後者はペ リ
ー

の 来 航の 年で あ

る 。 同年 には 、大型 軍艦 の 建造が解除 され 、浦賀

奉行戸 田氏栄か ら、西洋帆船 、
「鳳 凰丸」の 建造 （打

立）の 願 い が だ され た 。 老 中阿部正 弘 に よ っ て 承諾

され 、嘉永 7 年に は竣工 した
22｝

。

　浦賀で の 「鳳 凰 丸 」 の 建造は、嘉永 2 年 の 西 欧

型帆船 「蒼隼丸 」 （ス ル
ープ型、2 本マ ス ト〉、嘉永

3 年 そ の 焼失 と代船 、
「晨 風丸」建造 の 実績が あ っ

たこ とに よる
23）。

　 「蒼隼丸 」 が軍艦 タイ プで あ る とする と、全長

55 尺、最大幅 13 尺 、喫水 4，2 尺 の 建造で ある の

で 、そ の 「bm トン」 （英国海軍は 1872 年まで使用）

は、お お よそ 41，7bm トンで ある。

　「bm トン」は 、積載 トン で ある の で 、和船 の 積載量

と の 比較を しやす い
24＞

。
「bm トン」 の 計算式は 、 下

記 表 2、注 の 通 りで ある。そ こ で 「蒼隼丸 」 が 、
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41．7bm トンで あ る とする と 、 浦賀 同心今 西幸蔵 『今

西氏 家船繩墨 私記』の 異本 『造船心 得集』の 石 数

の 換算法に 準 じ て も、弁財船 150石 船程に相 当す

る 。 なお 、 同書は 、 1尺 立方が 1斗、10 尺立 方 ＝

1 石 で 計算 し て い る の で （枡で の 計算 「1石 ＝6．　827

立方尺 」 で はない ）注意す る必要が あ り、当時は、

2000 石級 の 弁財船も運 航 された
25）。

　　「蒼隼丸 」 の 実績を踏ま えた嘉永 6 年の 「鳳 凰

丸」 の 建造 は 、 弘 化 4 （1846）年 の ビ ッ トル （J．，

Biddle）指揮 の 米東イ ン ド艦 隊 2隻や、嘉永 2年 、

「蒼隼丸」建造 中に英国船マ リ
ー

ナ 号が 来航 し
、

そ の構造を研 究 しえた ことに よる 。

表 2　幕府建 造洋船

bm トン 石数 換算
船名 竣工 年

（試算推定）

積 載量

（トン）

1，幕 府 建 造 西 洋 帆 船

蒼隼 丸 嘉永 2（1849 ）　　　　　　 41．7　　 149．8
備考 ； 浦賀、代船晨風丸、会津藩2隻（嘉永 5−6）

鳳 凰 丸 嘉永7（1854）　　　　　　 497．1　 1786．8
備考 ； 柴 田 伸 介『寸 法 留 』、諸 説 あり

君 沢 形 安政 1（1854）〜　　　　　　　　　　218．7　　　　786．3
備 考：10隻 建 造 （石 川 島6，戸 田 4）、各 藩へ

韮 山形 安政2〜4　　　　　　　　　　　　　11．4　　　　41．0
備考 ：君 沢 形を小形 化 6隻、江 戸 湾警 備

函館形 不 詳　 　 　 　 　 　 　 　　 281．7　 1012．7
備 考 ： 君 沢 形より大 形（成 臨 丸、亀 田 丸 ）、函館

昇平 丸 安政 1　 　　 　 　　 　 　 227．5　 　818、0
備 考：鹿児 島

旭 日丸 安 政 3 641，02304 ．4
備 考 ： 石川 島

長崎形 安 政 4 103．6372 ．5
備考 ：長崎伝習生 用 と長崎奉行 の 2隻、
長崎、佐 賀藩晨 風 丸も同型

2．幕府 建造蒸 気船

先 登 丸 安 政 4〜文 久 2（1862）

備考 ； 君沢 形 に蒸 気 機 関搭 載 力、長 崎

千 代 田 形 慶 応 3（1867）　　　　　 119．5　　 429．4 　　 ユ38 ．0
備 考 ： 石川 島、60馬力、機 関長 崎、ボ イラ

ー
佐賀 藩

3．参 考 　 蒸 気 船 （オ ラ ン ダ ：長 崎 海 軍伝 習 所 ）

観光 丸 嘉永3　　　　　　　　　 727．7　 2615．8　　 781，0
備 考 ：

咸臨丸 安 政4　　　　　　　　 487．2　 1751．5　　 625．0
備考；諸説 あり

汪 ）計 算 式 、Xbm トン≡（（L−0．6XB ）×BX （B／2））／94 （米 国 は 95）、

L（全 長 〉； （上 甲板 と船 首前 端 の 交 点 か らお ろ した垂 線 ）か ら （舵 柱

か らお ろ し た垂 線 〉の 垂 線 間 の 距 離。単 位 は英 ブ
ー

ト。（L−0．6 × B）：

キ
ー

ル 長 に相 当す る。B ；最 大 幅、外 板 の 外 面 か らの 水 平 距離。単位

はフ
ー

トで あ る。但 し計算の 基礎 とな っ た長 さ、幅の 寸 法 は、（注

記、24 ）付 表 1 参 照 ）、船 の 全長 、幅 が概 数 で あ るの で 、Xbm トンも推

定値 。「bm トン」の 計 算 は、元綱 数 道 ；幕 末 の 蒸 気 船 物語 、成 山 堂書 店 、

東京 、（2004）、201 頁。

「鳳凰 丸」 の 規模は 、 峠嘉吉 『軍艦記事』な ども

あ り史料 に よ っ て様 々 で判然 としな い が 、浦賀奉

行所 同心柴田伸介の 『寸法留』か ら、497．1bm トン、

積載石数 1786．8 石 と推測 される （表 2）
2s）

。
こ の 「鳳

凰丸」 に装備 され る銃砲は浦賀の 職人 と江 戸 の 職

人に よ り製造 された もの で あ っ た 。
「鳳凰 丸」の 建

造 と銃砲 の 生産に尽力 した浦賀奉行所与力 中島三

郎肋 は、弘化 3（1846）年に下曾根 に入門 し免許皆

伝を受けて い る。

　 また、浦賀奉行所で は、嘉永 1（1848）年、奉行所

与力、同心 の 16名増員に 呼応 し、下曽根 の 門弟の

五 観 が奉行手 付出役 とし て 高島流砲術の 訓練の た

め 2 月 か ら 8 月 に招 かれ た 。

　五観の 砲術が末熟で あっ た こ ともあ り、下曾根

も嘉永 2 年 6 月 5 日に浦賀に招聘 され 、 嘉永 3年

と嘉永 6 年に実際 に訓練 して い る 。 嘉永 3 年 の 訓

練で は、上記 「蒼隼丸」 か ら、下曾根は大砲 の 実

射 を試みて い る。 浦賀で の 訓練 に下曾根 に誘われ 、

佐 久間象 山が参加 した の も嘉永 3 年で ある
27）
。佐

久 間象 山 は、翌年 、『蹶 学 圖編 』 「例言 」 （嘉永

4 （1851）成稿、刊行は嘉永 6 年力 ）で 、「1 エ ル ＝ 3，3

尺 」 の 換算値 を記 して い る
2S）。

　 また 、上掲 し た よ うに 、嘉永 4 年 に は 、茂武が

『高島流妬術権度量衡』「機械製作度」 で 、伊能標

準 「1m ＝ 3，289248尺 」よ り 4厘短 い 尺度、「3，28942

× 1・　004＝3・3024（小数 点第 5 位四 捨五 入 ）」 すなわ ち

「1m ＝ 3．　3024 尺」 逆数 「1尺 ＝ O．　30281m 」 を唱

えた。そ し て、嘉永 5 年、下曾根は 、三 宅友信 『鈴

林必 携』の 序文で 「lm ＝3．3 尺 」 を公式的に用い

た。こ の 換算 は佐久間象山に も継承 されて お り、

さらに、安政 4 に、下 曽根の 家塾膺懲館に よ り『度

量表』が刊行 され る と、こ の 傾向は 益 々 強 ま っ た

29）。

　 こ の 現代的 メ ー トル 法尺 度 に つ なが る 「1m ＝

3．3 尺」の 換算基準は、茂武が影響 を与えた佐賀藩

で も定着 し、大庭雪齋が 『民間格致問答』 （文久

2（1862）〜元治 1 （1865））の 例言で 明 らか に し て い

る
30）。

　　 a ，尺度 ： 1m ＝ 3．3 尺

　　　 逆数、1尺 ＝0．3030　30循環

　　b．質量 ： 1kg ＝ 268．333 匁

　　　 逆数、1 匁 ＝ 3．7267g
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　 し か し
、 尺度 と質量 の メ

ー
トル 法的関連や整合

性 はない 。なお 、b．質量は広瀬元恭 『理 学提 要』

巻頭、福 田理 軒 「西洋 度量衡」 は 「1kg＝268．32377

匁 」 逆数 ［1 匁＝3．7268g ］に 近似する。

　浦賀で の 幕府 の 造修船業務は 、運 河 （堀〉をせ き

止 め ドライ ドッ グの 代用 と して い た こ とか ら、嘉

永 7 （安政 1＞年、ア メ リカ遠征の た め の 「咸臨丸」

の 修船な ど 、 修船業務を 中心 と し た もの で あ っ た。

そ の 後、安政 7 年の 「朝暘丸」 など の 修船な ど幕

末 を通 じ て行なわれ るが、浦賀で の 修船業務等は 、

明治 4（ユ871）年、横須賀 の 1 号 ドッ ク の 完成など

か ら閉鎖 され る
31｝。

4．長崎海軍伝習 所と幕府の 蒸気船の建 造

　幕府 の 「鳳 凰丸 」に つ ぐ西 洋型 帆船 の 建造 は 、 安

政 1年か らの 戸 田 と安政 2 年 の 石川島で の 君沢型

ス ク
ー

ナ帆船の 建 造で あ っ た 。 こ の 建 造の 背景に

は 、戸 田 で の プ チ ヤ
ー

チ ン （J，V．．Putjatin）と 江川

太郎左衛 門英龍の 配下の 者が安政 ／年 12 月 か ら

翌 2 年 3 月 にか け て ス ク ーナ形 「ヘ ダ号」を建 造 し

た こ とに あ っ た
32）
。

　 「ヘ ダ号」建 造 の 際に 、江川太郎左衛 門英龍が、

茂武 の度量衡や下曾根 の 影響が ど の程度あ っ たか

は 不明で あるが 、高島秋帆が嘉永 6 年 には釈放 さ

れ 、江川 太郎左衛門英龍 の 庇護 の 下に あっ た こ と

か ら、「ヘ ダ号」 建 造 へ の 影響が考 え られ る。こ の

「ヘ ダ号」及び君 沢形 西洋帆船の 建造技術 と、長崎

海 軍伝習所 （安政 2 か ら 4 年 中心、6 年ま で ）で の

オ ラ ン ダ蒸気船 「ス ーム ビ ン グ号 」 （ 「観光丸 」 ）

に よる蒸気 機関の 伝習がむ すび つ い て 、幕府最初

の 蒸気船形 軍艦 「先登丸」 の 建 造 へ と結合す る。

しか し、「先登丸」 の 記録はほ ん どな く、石 川島で

つ くられた君沢形 8 番艦 の 蒸気機 関搭載改造型で

は ない か とされる
33）
。

　従 っ て 、蒸気機 関の 製造は、安政 4 年に起 工 し

た 長崎製鉄所の 第 1 期完成時、文久 1 年以降と考

え られ、「先登丸」 の 竣工 も同時期 とい われ る。そ

の 後、「干 代 田 形 」蒸気船 （慶応 3 年竣工 ）の 蒸気機

関製造 （（60 馬力 （中圧）、蒸気機 関は長崎製鉄所）、

文久 2 年完成 （ボイ ラ
ー

は佐賀藩に よる）へ と発展

す る
34）
。

　長崎伝習所で の 蒸気機 関に つ い て の講義録、も

し くは参考書と して利用 され た の は 、 ホイゲ ン ス

（保 伊 源 斯 ）、Huygens 、H．
”

梅 画 θ1抽 9 　 tot　 de

kθnnis 　 van 　 ／コθ t　 scheePS
−
stooommerktung

”

Amsterdam
， （1847），

”
Scカee ；Js

一
s 　trooinmθ以ktung；

atias
”

Amsterdam （1847）の 簡訳本 『蒸気雑説』

で あ る
35）。こ の 簡訳本は 「観光丸」用 の外車式蒸

気機 関の解説言で あ り、そ の 後の 加筆部分 もある

と、『帝国海軍機関史』再版原 書房、（1975）は指摘
　 　 　 　 　 　 　 　 　 ま き

す る。なお 同書は、「巻退蔵 」 とある こ とか ら前 島

密 の ノ
ー

トとされ る
36）

。

　前島密は、安政 2 年 下曾根 の 下 で砲術を学び、

同 4（1857＞年 「観光丸」乗組員 （長崎海軍伝習生 ）竹

内卯郎か ら蒸気機 関に つ い て の 指導を受け、海 軍

教授 所 （後 の 軍艦 操練所）の
一

期生 とな る。従 っ て

『蒸気雑説』は 、軍艦操練所開始時 （安政 4）の 講

義録 で はない か とい われ、長綺伝習所で の 講義に

加筆 が加 えられたもの で ある とされ る
3η

。

　なお、前島密 は 、 元治 1（1864＞年鹿児島 の 開成所

に、英学教官 と して赴任 して い る 。 薩摩藩で は、

箕作阮甫簡訳 『水燕船略説』（嘉永 3（1850）
38）

に基

づ き、蒸気機 関に つ い て の 研 究開発 が進み、安政 2

年に は、蒸気船 「雲行丸 」 の 竣工 をみ て い る。 蒸気

機関は銅製で あるが 、『蒸気雑説』は、これ らをも

基に し て い たと考 えられ る。

　長崎海軍伝習所で の 講義録 とされ る 『蒸気雑説』

で 示 されて い る度量衡 は、同書の順 に従 えば、 

質量に つ い て は 、1at （工 学気圧 ）の 計算か ら、 

尺度 は、シ リン ダー
の 横径、長 さ、  体積に つ い

て は 、1 馬力 に 必 要な汽罐の 水の 量 か ら、明 らか

に されて い る。但 し ［1兌 （母）＝lcm ］。

  質量

　同書で は 、1at （工 学気圧）を下記 の よ うに 「大気

圧 力毎兌 母 1 封度〇三 （二 、脱字力 ）の 重に し て 我 邦の 毎一寸平方

に 二 貫 五 白四 ＋ ノ戯 余 （割注 〉」 と定義 し て い る
39）
。こ の

割注 は、大気圧 すな わち 1 工 学気圧 （1at）を「1　 cm2

あた り 1，03kg の 圧力」 と し、「1 寸 平方あた り

2．548 貫の圧力」で ある こ とを意味 し て い る。工 学

気圧 （1at ）は 、正 確 に は 「1　at ＝ 1．033　kgf／cm2 で

あ り、こ こ で は 「1．03kgf ／ cm2 と して い るが 、本

来 1，033で 、簡略化 ない し脱宇が ある。

　以上 か ら、「1cm2 」 当た りの 圧力 を銭 （匁）で 求

める と、  か ら 「1 寸＝3，04cm 」 で ある の で 、1 工
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学気圧 （1at ＞を銭 （匁）に換算す る と

　　 2548／（3，04× 3．04）＝275．71 銭 （匁）

　 　 　 　 　 　 　 　 　 （小 数 点 第 3位 を 四捨 五 入 ）

で あ り、
1 匁は

　　 1．03／275．71＝0．00374

　 　 　 　 　 　 　 　 　 （小数 点 第 6 位 を 四捨 五 入 ）

∴ 　 1 匁＝0．00374kg もし くは 1 匁 ＝3．74g

　よ り正確 には、表 3 の よ うに

　　　LO33 ／275．71＝0，003747

　ケ
ー

トル （汽罐）水入 の 項で 、 1 カ ン （罕 ）に つ い

て割注に記 し て い る。「1 馬 力 に 225 カ ン
ー

カ ン は
一バ ル

ム 立 方に し て 、重 さ
一

tt 也、邦量 に 考 えれ ば五 合四 勺 九 才 弱 な り

（害1駐 ）」
41）

。
こ の 割注は、「1 カ ン （1000cc ）は （10

cm ）
3
で あ り、質量は 1tt （kg）」、「11 （  ）＝ 5，49 合」

と述べ て い る こ とになる。

　以上 、  、  、  か ら、『蒸気雑説』の メ
ー

トル

法 の 尺貫法へ の 換算に つ い て 、
一

覧表に し た の が 、

表 5 であ る 。

表 3 工 学気圧 （1 重量キ ロ グラ ム 毎平方 セ ン チ メ　　表 5　 『蒸気雑説』の 換算

一
トル （kgf／cm2））か らの換算

1

蔚 1會 尓 1尺 1寸 1寸 立方 冨
1寸

亀　　 （3．04cm
）2L

た り　　圧 （工 畄 僧
圧 ）（ ） 2，548

新制尺 度

器
呂、289
（尺 ） 翫 瀦 畿1、 湍

1工 学気圧（銭（匁）） 275．71

1銭（匁）（k ）（1at＝103k　flcm2とした　合） 0，00374
1把 爾牟

立 方

1罕

（骨佛 ）
1合

　 1升
64．827 ・1．立 方

1寸 立 方

富
1銭 （匁）（k ）（1at＝ 1．033k ∬cm2 ）とした 場合 0．003747

新 制 液 料 ：

乾料（体積〉

器 瑟1182
．22

（cm う

1822 ．2
（cm3 ＞ 諡 濫

1把 爾牟

立 方
1封 土 1銭（匁） 1寸立 方 1・1立 方 訂

  尺度

　下記 の 車輪を動かすための 軽圧用、中圧用 の シ

新 制雑 貨

秤量 （質 量 〉

耀
266．9
〔銭 （匁））

3．747
＠

7．5
（銭 （匁）） 智 諸

リ ン ダー
か らの 寸法か ら尺 度は 明らか になる

4°）
。

　〇五 十馬力軽圧 蒸気ノ装置

　　シ リン トル 横径　二 尺五 寸

　　　　　　　 即七十六兌 （母 （cm ））

　　同　　　　長サ 　三 尺
一

寸八 分厘

　　　　　　　 即 九十 六兌 （母〉八

　〇馬力 中圧 用蒸気 ノ装置

　　シ リン トル 横径　
一

尺零 四分

　　　　　　　 即三 十
一

兌 （母）六

　　同　　　　長サ　
ー

尺五寸

　　　　　　　 即四十五 兌 （母 ）六

注 1 少 数点 第 6位 を四 檜五入

　こ の 表 5 か ら、『蒸気雑説』は 、『海上砲術全書』

に よ る伊能標準 「緯度 1 度＝28．2 里 」、
「1m ＝

3．289248 尺」逆数 「1尺 ＝30．402cm 」 を基に、「1

尺 ＝30．40cm 」 で 換算 し た もの で あ っ た こ とが 分

る。

表 6　 海上砲術全書 の 尺度

1會 尓

（m ）
1會 尓 1尺 1寸 1寸 立 方

一寸

注1
新制尺度 1000

（mm ）

328925

　（尺）

30．4021
　 （cm ）

3．04021
　（cm ）

28．100
（cm3 ）

3．0402
（cm ）

表 4　 シ リン ダー
の 寸法

横 径 長 さ 1尺 換 算蒸 気 機 関 の

　　 シ リン ダ （尺） （cm ） （尺 ） （cm ） （cm ）

強 圧 蒸 気 機 関 2576 ，03 ，1896 ．830 ．4

中 圧 蒸 気 機 関 10431 ．61 ．5045 ，630 ．4

　以上 か ら 、
「1尺 ＝ 30．4cm すなわ ち 1 寸 ＝3．04

cm 」 で ある 。 なお、軽圧用 は コ ン デンサーが必 要

で あ り、 中圧 用 は不 要 。 軽圧 蒸気機 関 50 馬力が 、

千代 田型軍艦搭載の ため長崎製鉄所 で 国産化 され

た 。 上述 し た よ うに、ボイ ラ
ー部分は 、佐賀藩に

よ る。

  体積

　なお 、 長崎海軍伝習所や海軍操連所 で使用 され

た 『蒸気雑 説』などを基に、幕府最初 の 蒸気船形

軍 艦 「先登 丸 」や 「千代田丸」 の 蒸気機関 （機関の

完成は、文 久 3年）が長崎で 製造 され た が、こ れ ら

艦船は、内車 （ス ク リュ ウ）タイプ で 、外車 タイ プ で

は ない
42）

。

　 しか し、長崎で の 造船も、浦賀や石川島の 「旭

日丸」641bm トン（推定〉の 建造 の よ うに運河 を仮 ド

ッ グにす るなど、修船架や ドライ ドッ グが造 られ

て い なか っ た 。 そ の た め 「長崎形」 な ど小型船の

建造に 止 ま っ て い る。長崎で 、簡使な 1000 トン 級

の 引き上げクイ プ の 小 菅そ ろばん ドッ グが完成す
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る の は 、 慶応 4 年で あ る
43）

。

5、　横浜製鉄所 と横須賀製鉄 所

　 安政 4 年、 日米通商条約が結ばれ る と、我 が国

の 外 国貿易は、長崎か ら横浜 に移 る 。 そ の 結果 、

長崎製鉄所 で の 造船や修船業務は 、 ドライ ドッ ク

や修船架台がな か っ た こ と等に よ り衰退 し、文久

か ら慶応年間には、修船業務 も、浦賀や必然的に

横 浜 に移 っ た。

　 特に 、横浜 へ の 外国船の 寄港 の増加 は、必 然的

に本格的な ドライ ドッ クに よる修船や造船所建設

を促 した。元 治 1（1864）年、幕府側の 小栗 上野介、

栗 本鋤雲 （以下 、 鋤 雲）と 、
1860 年 の 上海で の 「太

平天国の 乱」 の 英仏連合軍勝利に よ る フ ラ ン ス の

極東ア ジ ア へ の 進出 に よ っ て 、 幕府 に影響力 を持

っ た フ ラ ン ス 公使 ロ ッ シ ェ （M，J．　M，　L．、Roches）に

よ り横浜製鉄所 と浦賀製鉄所 の 建造 が諮 られ 、 老

中に上奏 され裁可 され た。元 治 2 年 1 月 に は 、製

鉄所首長、ウ ェ ル ニ
ー

（F，L，　Verny）が招聘 され、先

ず 、 2 月 に修船 の た め の 横浜製鉄 所 の 建設 が着工

され た。10 月 （4 月 に慶応 1 年に改 兀 ）には 、修船

業務が可能 に な っ た
44〕
。

5− 1　 横浜製鉄所 と横浜での度量衡

　横浜製鉄所 は 、横浜石 川 口 に造 られ 、佐 賀藩に

より発注 され た
一

部工 作機械 などが流用 され たが 、

錬鉄、鋳造 、模型 、 旋盤 、 鑪鑿 、 製缶 、 製帆 、 船

具 、本工 の 各工 場が建設 され た 。 こ れ ら工 場 へ の

動力 と して 、蒸気機 関が鉄 工場の 中央及び後部に

据 え付けられ 、動力が 供給 され た
45）。

　 こ れ ら工 場施設 か ら分 るよ うに、横浜製鉄所 は、

将来の 横須賀造船所 へ の 機械 、部品製造 の 機 能を

有 し、同時に、職工 の 訓練機 関で もあ っ た。首長

は 、 ドロ トール （つ づ り不 明〉、日本側が 鋤雲で あ

る。建設費用 は、2 万 ドル 、1 年 の 材料費及 び職工

賃等 5 万 ドル 「工 業費」 が計上 され た
46）

。

　鋤雲 は、メ ー
トル 法に つ い て 、『鉛筆紀聞』 （明

治 2 （1869））に下記 の よ うな鋤雲 （質問者）と、フ ラ

ン ス 公使通訳カ ッ シ ョ ン （E．E．　M．、Cachon（回答者〉

との 問答を記 し て い る。

　 こ の 問答 は 、安政 6（1859）年 冬カ ッ シ ョ ン が 函

館 に到着 した頃である。カ ッ シ ョ ン の 答え とされ

る メ
ー

トル 法 の 度量 衡の シ ス テ ム 的関連 は 、 初期

の 12 進 を使用 し て い る た め理解 し に くい が 、正確

で あ る 。 カ ッ シ ョ ン の 回答 で の 尺度の 内容 は、「第

1世ナ ポ レ オ ン 」 の 定め る と こ ろ とし
47）

、

　　周 天 三 百六 十 度 ヲ 四 分 シ テ 九 十度又 九 十

　　分 シ テ 此
一

度 ヲ以テ
ー

百 （万 が 欠 沢 （m ）トナ シ

　　 「メ
ー

トル 」 ト名 ツ ク
ー

尺 ハ 十 二 寸 大 抵 日 本 曲尺

　　 ヨ リ
ー

寸 ホ ド長 シ （割濁 以四 ツ折 シ テ ……… 「メ ー

　　 トル 」
一

千尺 （m ）
一

里 （km）二 當ル ナ リ（O は

　 　 筆 者 装 人 ）

と して い る。こ の
一

文か ら、地周 360 度 の 1／4 は

90 度、／000 万 m 、こ の 1／10 を 100 万 m と定義 し、

そ して、日本 の 曲尺 1寸 はメ
ー

トル 法初期の 12 進

を用 い て い る こ ろか ら、下記 の よ うに計算 し求め

て い る 。

　 すなわ ち、原文 「一尺 ハ 十二 寸 大抵 日本 曲尺 ヨ リ
ー一／」

ホ ド長 シ （割 注 ）以四 ツ折 シ テ 」 か ら、曲尺 1寸 は、

　 1m ／（12− 1）／（12／4）＝O．　030303 循環m 、故 に

「1 寸 ：＝ ・　O．・0303m もし くは 3．03　 cm 」 とされ る。

　 こ の 時期、横浜で刊行 された度量衡 の換算表に、

川 口 戌齋 『袖珍各国度量 集』（慶応 2（1866）〉が あ る

48）
、川 ［戌齋に つ い て は 、詳細が不明で ある が、

同著 『三 針發映 』（慶応 2）に 「横砂侍 医 」、「時七 十

一
」 才 とあ る

49）
。

　そ の 上掲書『袖珍各国度量集』「仏蘭西衡秤略表」

5 
か ら、換算値は、

　 1 メ
ー

トル 　 3 尺 2 寸 9 分 9 厘 99

　　逆 数　 「1 尺 ＝ 0．30303m

　 　 　 　 　 　 （小 数 点 第 6 位 を 四 捨五 入 ）」

　 1 キ ロ グ ラ ム 　千 グ ラ ム 也

　　　　　　　　264匁 6 分 2232

　　逆数 　 「1 匁＝3．779g

　　　　　　（小 数 点 第 4 位 を 四 捨 五 入 ）］

　赤道線ノ
ー
度各国里数

　皇国 里 28 里 2 分 92（rl 尺 ；030303m 」 換 算、筆 者 ）

　なお 、 川 口 戌齋 『袖珍各国度量集』の 尺度の 数

値 「1m ＝3．29999 尺 」 は、『新刊 輿地 全図』の 文 久

1（1861 ）年 11 月 「佐藤攻養識 」 （勝海舟の 弟子 、 後
　　　　　　　　　　　エ　　ル
鉄道肋）の 厂凡例」 「荷蘭手 尺 （m ）、3 尺 2 寸 9 分

9999 尺 」 と同系続 である
5D

。

　 こ の 川 口 戌齋 の 冊 子 や鋤 雲 の 尺度 「1m ・＝3．3

尺 」、逆数 「1尺 ＝0，30303m」 は、横浜 製鉄 所が元

治 2 年 、 すなわ ち慶応 1 年に竣 工 し 、 伝習生 を雇
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用 して い た こ とか ら、横浜 製鉄所や横須賀製鉄所

の 建 設 にあた っ て
一

般的に流布 し て い た尺度 とさ

れ る。

5−2 横須賀製鉄所 と尺 度

　横須賀製鉄所は、横浜製鉄所 の 建設 と平行 して

進 め られ 、 其 の 規榎 は 、
「製鉄所設 立原案」 に よ れ

ば、製鉄所 1箇所、修船場大小 2 箇所 、 造船所 3箇

所 、 其の 敷地約 9 万 坪 、 建設期間 4 ヵ 年 、 建設 費

用 1 ヵ 年 60 万 ドル 、合計 260万 ドル とい うもの で

あ っ た ， 其の規模は 、 仏人 40 名 、 邦人 2000 名を

よ うする近代工 場で あ り、製鉄所 1 箇所 を除けば、

計画通 りの 規模 で あ っ た とい われ る。特筆す べ き

は 、技術伝習 の ための 学校 を有 し て い た こ とで あ

る
52）
。 しか し、幕末期の教育内容は不明で あ る。

　製鉄所諸施設建設に あた っ て用い られた尺度は、

近年、  菊池勝広 「横須賀製鉄所 へ の ブ レ ス ト海

軍工 廠煉瓦寸法規格 の 導入に つ い て 」『横須賀市博

物館研究報告』第 57 号、（2012）53）、及 び 、  安池

尋 幸 『幕末維新横須賀製鉄所建築 ・土木施設 の 総

合研 究』（2012）、 私 家版
54）

、 に よ っ て 研 究 され 、

明 らか に され た。

　そ の 原典は 、   菊池勝広 が使用 した会計課長 モ

ン ゴ ル フ イ エ の 『日本 の 度量衡 と貨幣』 ノ
ー

ト、

E．　 de　Montgolfier，　　
“ Mesure　Poゴds　Monnaie

faponaisθs
”

，（1869），
55）

で あ り、  安池尋 幸が使

用 した の は、機械類 を調達す るた めに幕府か ら仏

蘭西 に 派遣 され た 柴田 日向守剛 中が 慶応 1 年 、 仏

蘭西 か らの 手紙、そ して 、横須賀製鉄所建設 を初期

か ら請 け負 っ た 6 名 の 中、蔵 田清右衛門配下 、堤

磯右衛門 （1833−1891）の 「野帳」 に ある海岸 の 埋

立や煉化 （瓦）用上石採掘跡の 埋 立 などの 土木関

連 の 請 け書で ある
56）。

　  の 会計課 長 モ ン ゴ ル フ イ エ は 、尺度 を 「1 尺 ；

0，303m 」 を基準に
571

　　 1e　pied （shaku ）　que 　ega1 　0m 　303

　 　 1e　soun ＝ 1／10　1e　pied ＝ O．0303

　　1e　bout＝1／100＝0．00303

　 　 1e　 rin ＝1／1000＝0．000303

　　1e　mo ＝1／10000＝0，0000303

  の 柴 田 日向守剛 中の 幕府 へ の 手紙 （慶応 1 年）

の 記載は、近代的メー トル 法 へ の 尺度の換算値の

実用面で の 初見 とされ る。内容は、仏蘭西 か ら職

人 が来る前に揃 えるべ き資材 、堅石 、砂、石灰 を

指示 した もの で 、堅 石 に つ い て 下記の よ うに記 し

て い る
58）

。

　　
一

、横 浜 外 国 商館 等 二 而 普通 築造 二 相用

　　候切石 ………略……

　　　　 ウェ ル ニ
ー所 持 い た し 居 候製 銕 所 使

用書横文中ニ ハ 、ガラナイ ト（御国御影

之類）千メ
ー

トル （一メ
ー

トル 御国曲

三 尺 三 寸）六 面
……略・・…・

一
、 砂拾噸

一
、石灰拾噸

石

尺

　ま た、「野帳」の 請け書、慶応 3年 2度 目の 小 海

湾理立人札に は
59）
、算用数字が使用 され、

　　 メ
ー

トル 坪　4823C ：15 （「・ 」 ・
一

マ 数
一
？ 　100、

　 　 故に 、48230C15 （15〆100）、従 っ て 48230 ．15m3と思 われ る。

　　 そ うで な い と 8027 坪 立 法 に な ら な い 。下記 式 参 照、筆者 ）

　　 埋 立土坪

　　 立坪共　八 千弐拾七坪

　　 但、メ
ー

トル 坪法　三 五 九三

　　　　六 尺 坪法　　　ニ ー六

こ の 内容 は 「1 間立方＝1 坪立方」、「1 間＝0．303

× 6＝L818 　 m 」 か ら

48230 ．15m3 ／（1，818　 m ）
3＝8026 ．　7 坪立 方

　 　 　 　 　 　 　 　 　 （少 数 点第 2 位 を 四捨 五 入 ）

　　 48230，15m3 ＝8027 坪 立方

の 埋 立 と換算 され る。

　但 し書 の ［メー
トル 坪 法 二 五 九 三 ］は 、

下記、慶応 4 年 8 月 21 日 の ［野帳］ 「美賀保煉化

石 土跡埋 坪」 に基づ くも の で ある。そ こ で は、「一

メ ー トル 立坪 ノ＼ 尺坪三袷五 坪九合 四勺也」 すな

わち、「1m3 ＝ 35．94 尺立 方」 と してお り、「35．　94

尺 立 法」 の 根を求める と 「3，3」 すなわち 「1m ＝

3．3 尺 」となる 。 よ り正確には 「（3．3）
3＝35．・937m3コ

で あ り、「35．93m3 」 の 根 は、「3．2998 尺 （小数 点 第 五

位 を四 捨五 入 ）」、上掲、川 口 戌齋に近い 。なお 、「六 尺

坪法　ニ
ー

六 」 は 「1 坪立方 ＝ 6 尺）
3

＝ 216 尺 立

方」 で ある。

　上述 、慶応 4 年 8 月 21 日 の ［野帳］に記 されて

い る 「美賀保煉化上石跡理坪」 の 数値 は
6ω

、

　八 月 廿
一

日船二 而磯右衛門か へ り

　御場所 に相勤め 申し候

　　美賀保煉瓦上石跡理 坪
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　 図……
（略 、筆 者 ）

……

　 壱番

　長平均 　四拾六メ
ー

トル 五十 分

　横平均　拾五 メ
ー

トル 八十 分

　高平均　
一

メ
ー

トル ニ 十分

　
一

m （立 方 の 記 号） メ
ー

トル 坪 　八 百八拾壱坪

　 　　　　　　 　　　　　　 　　 六合 四勺

　 　 （46 　5 × 15 　8 × 1．2＝881 、64、　筆 者 ）

　 六尺 六面

　
一

m （立 方の 記 号）立坪　百四十六坪九合四勺

　 （（1．818 ）
3＝60 　 （小 数点第 2 位以 下 四 捨五 入 ）、

881．64／6．0＝146．94、　筆者）

　 弐番

　長平均 　三 十三メ
ー トル

　横平均　二 十八 メ
ー

トル

　高平均 　
一

メ
ー

トル 四十 二 分五 厘

　　但
一

メ
ー

トル ハ 曲尺 三尺 三寸也

　　但 メ
ー

トル 立坪 ハ 尺坪 三拾五坪 九合四勺

　
一

m （立 方 の 記 号） メ
ー

トル 坪　千参 百拾六坪

　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 七 号

　 　 　 （33 × 28 × 1．425；1316．7、　筆者 ）

　 六尺 六面

　 一
丑 位 方 の 記 号 ） 立坪 　弐百拾九 坪 四合五 勺

　 　 　 （1316 　7／6 　07219 ．45 、　箏 者 ）

　合立坪 　三百 六十六 坪三合九勺

　 い ずれ に して も近代的尺度 「1皿
＝ 3．3 尺 」逆数 「1

尺 ＝0．303m 」が標準で ある こ とが分る と、同時に 、

大 量 の 煉化 （瓦）が施設建設 の た めに製造 され た 。

　また 、安池尋 幸は 、 そ の 後、明治 2 年 3 月 2 日

の 「野帳 」 の 本材入札に、こ こ で見 られ るメ
ー

ト

ル 坪で の 入札 の 例が 見 られ 、メ
ー

トル 法 の 完全実

施 が示唆 され る と指摘する。「野 帳」 で は下記の よ

うに記 し て い る
61）。

　 　倉庫 内二 お い て、ウェ ル ニ
ー、モ ン コ ロ ー

（上

　 　掲、モ ン ゴ ル フ ィ ェ 、筆者 ）、中島様、嶋永様、前 田

　　様、久木 田様 、 御立合 二 而、是 よ り御材木類

　　入札之節者 、メ
ー

トル 坪 二 て積 り方可差 出 旨、

　　磯右衛門、嘉兵衛、伊兵衛 、兼古、右五 人 申渡

　　候 二 付 、湯呑所二 おゐ て
一

同 申上候

6．　 おわ りに

　横須賀造船所 の 1 号 ドッ グ着工 は 、 慶応 3 年 3

月 で あ り 、
「長第

一
渠 扉 内上 部 119 ．5m、394 尺 3 寸 5

分、下部 115m 、379尺 5 寸、幅渠 口 上部 25　 m 、82

尺 5 寸 、 下部 23，86m 、
76 尺 1 寸 8 分 4 厘、深 自渠

口 致 地 平渠内 9m 、29 尺 7 寸、渠 口 8．4m 、27尺 7 寸

2 分」（rl尺 一〇 303m 」換 算、筆者 〉が 造 られ 、 明治 4年

2 月 に竣 工 した 。 本 格的な、造船所 として の 機能

を持 つ の はそれ 以 降 とい え、同年 に横須賀造船所

と改称 され た
62）

。

　従 っ て 、幕末期 、横須賀製鉄所で建造され た蒸

気船 は、慶応 2年 に、ウ ェ ル ニ ーに よ っ て 建 造 さ

れた 30 馬力船 「横須賀丸」 と、10 馬力船の 小型

船 2 隻で あっ た。30 馬力の蒸気機関は仏蘭西製で

あ り、10 馬 力の 蒸気機関 は横浜製鉄所で 製作 され 、

前者 の 「横須賀丸」 は慶応 3年 7 月に竣工 した。

こ れ らは 、 横浜 、 横須賀間 の 連絡船で あ っ たが 、

明治 1 年か ら 「横須 賀丸 」 は横須賀と江戸 とを結

ぶ連絡船 として も使用 され た
63＞。

　以 上 、み て きた よ うに浦賀、石川 島、長崎製鉄

所、横浜製鉄所、横須賀製鉄所 、 で の 造 修船は 、

本格 的 ドライ ドッ グの 建設 が伴 わなか っ たために 、

小型 船 （最大 で西洋 型 帆船 の 「旭 日丸 」（石川 島）、

641bm トン （推定、表 2））で あ り、主に、オ ラ ン ダ、

仏蘭西 な どか ら購人 した幕府軍艦 と、西欧型輸送

船 、 及 び外 国船 の 修船業務を主な業務 と し た。

　明治 1 年 、塚 本桓甫に よる西欧形軍艦 ・船舶集

計は 、下記 の 通 りで ある
64｝。

　　 （い ）政府軍艦　八艘

　　　　　同諸船舶　三十 六艘

　　　　 総計　四 四艘

　　　こ の 代価、三 百 三 十三 万 六 千弗、

　　　但 し
、 国製諸船 お よ び 購買代価末詳 は こ れ

　　　を除 く。

　　 （ろ ）諸藩二 ＋ 九 家　所有船舶

　　　　 総計　九十四艘

　　　こ の 代 価 、四 百 四 十 九 万 四 千 弗 と全 八

　　　千両也　但 し、前 同断。

　 こ れ ら各所で行 なわれ た造修船の 業務の 遂行に

当っ て の 標準尺度 は、長崎で は前島密 『蒸気雑説』

の 「1m ＝3．　289 尺 」 逆数 「1 尺
＝0，304m」 がみ ら

れ るが、し か し、大庭 雪齋 に み られ る佐賀藩で の

工 業化は、「1m ＝3．・3尺」逆数 「1 尺 ＝0．303　 m す

なわ ち 30，3cm 」で 進 め られ て お り 、 浦賀や横浜 、
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及び石川島で 行なわれた造修船事業も同様で あ っ

た と考え られ る。

　なお、横浜製鉄所 は、明治 4 年、横須賀製鉄所

が造船所に呼 称 を変更する と 、 横浜 製作所に改め

られた。そ の 後、岩崎弥太郎な どに
一

時引き継 が

れ たが、明治 12年海軍省が横須賀造船所 に設備 を

集約 したため、横須賀製鉄所 （造船所）建設 の た

め の 諸設備、器械の 製作所 とし て の 役割 を終え た 。

　完全 にそ の 役 目を終え る の は 、 明治 17　（1884＞

年で あ り、諸設備、建物は、石川 島造船所 （明治

13 年 1 月 に、平野 富二 が海軍省 よ り借用 、 同年 横

浜石 川 口製鉄 所に改称） に移 され 閉鎖 され た
65）。

謝辞　本論文 を作製するにあた っ て 、横 浜製鉄所

の跡地見学や資料収集に、学友 白井誠治君 、 元横　　5）

浜 市立港南台図言館館長の 協力 を得た。 こ こ に 深

く感謝の 意を表す る。
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　　 られた。 トーマ ス 、L ．ケネデ ィ著、細見和

　　宏訳 ：中国軍事工 業の 近 代化 、昭和堂、京都、

　　 （2013 ）、77 頁。
一

方、横浜開港後 の 横浜 に
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ー
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ー
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　　〜162 頁。今 西幸蔵 『今西氏家船繩墨私記』、

　　坤の 巻、の 異本 『造船心 得集』に積算法が あ

　　る とされる。石 井謙治翻刻 、今西幸蔵 ：今西

　　氏家船繩墨私記、坤 の 巻、日本庶民生 活史料

　　集成、第 10 巻、三 一書房、（1970）、651 頁、

　　670 頁〜671 頁 。

26）嘉永 2 年、英国船 マ リ
ーナ 号来航に つ い て は 、
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安達裕之 ： 前掲書、異様の 船 、241頁、及び神

谷 大介 ：幕末期軍事技術 の 基 盤形成、岩 田書

店、東京、（2013）、86 頁。峠嘉吉の 『軍艦記

事』で は 、
「鳳凰丸」 は長 さ 21 尋 2 尺 、 幅 5

間 5 尺 、深 さ 2 問 3 尺。浦賀奉行所同心柴 田

伸介の 『寸法留』か らは、長 さ 20 間 、 幅 5 間 、

深 さ 2 丈 1 尺 5 寸。石 丼謙治 ：海の 日 本史再

発見、財 団法人 日本海事広 報協会、（1987）、

99 頁〜100頁。なお 、表 2、bm トンの 計算資料

（長 さ、幅）は、下記の 資料 を用い た。勝海舟 ：

船譜、海 軍歴史皿 、勝海舟全 集 10、講談社 、

東京、（1974）、224頁、及び 、神谷大介 ：幕末

期軍事技術の 基盤i形成、岩 田言 店、（2013）、

212 頁 、 勝海舟 『船譜』に は 、 昇平丸 の ほ か 薩

摩藩製の 「鳳瑞丸 」（安政 3 年 9H 破却〉と 「大

元丸」 （元治 1 年破却）が 、 記載され て い る 。

函館製の 「亀 田丸 」 は 、
「函館形」 に含 めた。

元綱数道 ：幕末の 蒸気船物語 、 成山 堂書店 、

（2004）、103頁。

付表 1hm トン計算資料

1．幕府 建 造西 洋 帆船

竣工 年 長さ 幅

蒼隼 丸 嘉永 2（1849） 9間 1尺 2間 1尺

鳳 凰 丸 嘉永 7（1854） 20間 5間

君沢形 安政 1（1854）〜 12間3尺 9寸 4間2尺 1寸

韮 山形 安 政 2〜4 6間 1間 2尺 5寸

函 館形 不詳 18聞 4間

昇 平 丸 安 政 1 15間 4間

旭 口 丸 安 政 3 23間 1尺 5間 2尺

長崎形 安政 4 12間 3尺 9寸 3間

2．幕府建 造蒸気 船

先 登 丸　 　安 政 4〜文 久 2（1862）建 造 年 不 明 確

千 代 田形 慶 応 3（1S67 ）　 　 　 　 9733 ブ
ー

ト

3．参考 　蒸気船 （オ ラ ン ダ 長 崎海 軍伝習所）

観光丸 　　嘉永 3　　　　　　　　 170 フ
ー

ト　 10 ブ
ー

ト

咸 臨丸 　　安政 4　　　　　　　　　4LOOm 　　　8，50m

　 　 　 （注 ） 付 表 1 を 基 に 表 2 で は 、単位 は 英 フ ート 「1ft ＝

　 　 G、3048m 」。なお、間 は 6 尺、尺 は 「1 尺
＝G　3G3m 」 か らフ

　 　 ート （ft）に 換算 し て 計算。

27）浦賀で の 「鳳凰丸」の 建造 と運 航に つ い て は、

　　神谷大介 ：前掲書、幕末期軍事技術の 基盤形

　　成 、54 頁〜61 頁。下曾根 の 浦賀奉行所 へ の 招

　　聘 は、同書、101頁、内田五観 （弥太郎〉は 、

　　同書、104頁、及び 、川北朝燐、本朝数学家小

　　伝 、巻之下、（大正 6 （1917））、筆写本、1丁 。

　　三 井圓 二 郎編纂 、飯島忠 夫校訂 ：佐久 間象 山

　　先生年譜、佐久 間象山全集、第 1 巻、信濃毎

　　 日新 聞社、（1934 ）、45 頁 。

28） 三宅友信は 、「1 エ ル （m ）＝3．・3 尺 ］ 「1 ポ ン

　　 ド （1kg）＝267 匁」 を 「（下曾 根）先生一家 ノ

　　法 トス 」 とした。佐久 間象 山 ： 瞰学圖編、例

　　言、（嘉永 4（1851）成稿）、前掲書、佐久間象 山

　　全集、第 2巻 、磁学圖編、2 頁。刊行は嘉永 6年

　　 2月か 、こ の 月 に納戸役に献本 して い る。宮本

　　仲 ：佐久間象山、象山社 、東京、（岩波書店販

　　復刻、1979）、862頁。

29）膺懲館編 ：度量表 、 膺懲館 、（安政 4 （1857）彫、

　　慶応 1（1865）改正 ）、1丁 。 （筆者蔵）山 田研治 ：

　　前掲書、幕末 の メ
ー

トル 法に よる近 世度量衡

　　の 生 成、44 頁 〜 45 頁。なお 、松 本藩、吉武正

　　恒輯 ：砲術尺 度集 1致力軒、（慶応 1（1865））、

　　 （筆者所蔵）な ど の 表物が刊行 され て い る （「1

　　 エ ル ＝3．3 尺 」但 し、「1英国 フ ィ
ー ト；3 尺 」

　　に し て い る）。

30）大庭景利、安 田雄平訳 ：現  語訳大庭雪齋 「民

　　間格致問答」、
「題言 」、葦書房 、福岡、（1992）、

　　24 頁 。 広瀬元恭 ：前掲書、理 学提要、365 頁。

　　山田研治 ： 前掲言 、 日本 にお け るメ
ー

トル 法

　　受容 の 起源、16頁 。

31）神谷大介 ： 前掲書、幕末期軍事技術の 基盤 形

　　成、259 頁〜260 頁 。

32）杉 山謙二 郎 ： 明治の 企業家杉 山徳三郎 の 研 究

　　内輪式蒸気船 「先登丸」 にっ い て
一

安政末 ・

　　文 久期徳川 幕府 の 造 船政 策 と関 連 して
一、千

　　葉商業大学国府台学会 ：千葉 商大論叢　第 40

　　巻、第 3 号 （41）、（2002＞、48 頁 。

33）杉 山謙 二 郎 ：前掲書、 明治 の 企業家杉 山徳三

　　郎 の 研 究　内輪式蒸気船 「先登 丸 」 に つ い て

　　
一

安政末 ・文久 期徳川 冪府 の 造船政策 と関連

　　 して
一

、
65 頁 。

34）「千代 田形 」蒸気船は 、小野友 五郎設 計、機関

　　とボイ ラ
ー

は 、 肥 田浜 五 郎 に よる 。 藤井哲博 ：

　　威臨丸航海長小野友五 郎の 生涯 、中公 新書、

　　東京 、 （1985）、 49頁 〜57頁 。 幕末 の （1）長

　　崎製造 の 西洋型船、  「長綺形 （瓊浦形 ）」蒸

　　気船 、 安政 4 年 5 月 、
「玉浦形 」 3 艘 （小舟三

　　艘打立）文久 1年 3 月、そ の 他 汽船 1艘、文

　　久 2 年〜慶応 1年 、オ ラ ン ダ人 との 協力、 

　　 「見龍丸」、 文 久 3 年以降 、 川浚蒸気船 、 （2）

　　幕末 の 主な産蒸気船は、  「雲行丸 」安政 2 年
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　　8A 、15 馬 力 、外 車、島津藩、  「先登 丸 」

　　文久 2 年 3 月 〜 5 月 、内車、幕府、  「凌風

　　丸」 慶応 1 年春、10 馬 力、外車、佐賀藩、 

　　 「千 代 田 形 」 慶応 2 年 5 月 、 60 馬力 、 内車 、

　　幕府 （石川 島）、  浦賀丸、30 馬力 （フ ラ ン ス

　　製）、と 10 馬 力船、慶応 2 年 〔ヵ ）、幕府 （横須

　　賀）。 以上、年月は竣工 年 。 杉山謙 二 郎 ：前掲

　　書、明治の 企業家杉 山徳三郎 の 研 究　内輪式

　　蒸気船 「先登丸」 に つ い て
一

安政末 ・文久期

　　徳川幕府 の 造船政策 と関連 し て
一

、61 頁、66

　　頁。横須賀海軍工 廠編 ： 前掲書、横須賀海軍

　　船廠史、71 頁〜72 頁。

35）　Huygens，　H ：Handling　tbt　de　kennis　van 　het

　　scheeps 　
−

stoomwerktuig 、Amsterdam 、 （1847）、

　　ホ イ ヘ ン ス 、『舶用蒸気機 関通論』及 び 、『舶

　　用 蒸 気 機 関 図 巻 』 Huygens 、IL： Scheep−

　　 stoomwerktung ；atlas 、Amsterdam、　（1847）｝ま、

　　蘭学資料研究会編 ： 江戸幕府 旧蔵洋書 目録、

　　蘭学資料研 究会、（1969）、34 頁 、及び 松 田 清

　　編 ：佐賀鍋 島家 「洋書 目録」 所収原書復元 目

　　録、（335a）（335b）、文科省科学研 究費抽助金 、

　　成果報告書、（2006）、80 頁。

36）日本舶用機 関史編集委員会 ：帝国海軍機関史、

　　再版、原書房、（1975＞、67 頁〜68 頁。

37）前島密 ； 自叙伝、鴻爪跡、（財〉前島会、東京、

　　（再版、1955）、19 頁 〜20 頁 。

38）ヘ ル ダム著 、 箕作阮甫 簡訳 ：水蒸船略説 、 （嘉

　　永 3 （1850））、江 戸科学叢言 、46 巻、恒和 出

　　版 、 東京 、 （1983）、
こ の 書は、薩摩藩の 蒸気

　　船 の 原 典 となる。ま た、ホイ ヘ ン ス 、『舶用蒸

　　気機 関通論』の
一

部訳 も含まれ て い ると い わ

　　れ る 。 江戸 科学叢書 の 解説、菊池俊彦 ：解説、

　　 7頁 〜8 頁 。
ヘ ル ダム の 原 書 『蒸気機関総論』

　　 3 巻 2 冊 本 、 Verdam、G．　J．： Vollendinge

　　verhandeling 　over 　de　stoomwerktuingen 、3

　　afdeelingen 　 in　 2v、　 Groningen（1837）。蘭学

　　資料研究会編 ：前掲書、江戸幕府 旧蔵洋書 冒

　　録 、
73 頁 、 松 田清編 ：前掲書、佐賀鍋島家 「洋書

　　 目録」所収原 書復元 目録、（287）、68 頁。

39＞ 日本舶用機 関史編集委員会 ：前掲書、帝国海

　　軍機関史、80 頁 。

40＞ 日本舶用機 関史編集委員会 ：前掲書、帝国海

　　軍機 関史、81 頁 。

41＞ 日本舶用機 関史編集委員会 ： 前掲書、帝 国海

　　軍機 関史、85 頁 。

42＞ 34）参照 。

43＞楠本寿
一

：長崎製鉄所、中公 新言、（1992）、145

　　頁 〜146 頁 。

44） 横浜 製鉄所 の 設立 の 主旨は 、慶応元 年記 「日

　　本政 府が造船所設立 二 先ダチ テ至急 ノ着手 ヲ

　　要 ス ル モ ノ ハ
ー

ノ製作所 ヲ横浜 二 設ケ現時所

　　有ノ 工 作機械 米 国 ヨ リ購 入 セ シ モ ノ ヲ 云 フ ヲ据付 ケ

　　以テ 艦船修理 ノ 工 事ヲ 起 シ テ 併 セ テ 西式工 業

　　 ヲ習肆セ シ メ ル ベ シ 」。横須賀海軍工 廠編 ：横

　　須賀海 軍船廠史、復刻版明治百年叢書、原書

　　房、（1973 ）、5 頁
〜6 頁。杉山謙二 郎 ： 明治の

　　企業家杉 山徳三 郎の研 究「官営横浜製鉄所 に

　　つ い て 」、千葉商科大学国府台学会 ：千葉商大

　　論叢、第 37 巻、第 2 号、（1999）、120 頁 〜121

　　頁 。

45）神本哲男 ： 近代移行期に お け る移植工 業の 定

　　着過程
一

横 須賀製鉄 所の 設立 を中心 に
一

、 神

　　戸大 学経済経営学会 ：國民経済雑誌、第 154 巻、

　　 1 号、（1986）、30 頁〜31 頁。

46）横浜製鉄所、首長 、 ドロ ト
ー

ル の 綴 りは不 明 。

　　富田仁 、西堀 昭 ：横須賀製鉄 所 の 人 び と、有

　　隣新書、横浜 、（1973＞、p．　V皿
。 横須賀海 軍 工

　　廠編 ： 前掲書 、横須賀海軍船廠史、16頁。神

　　本哲男 ： 前掲書 、 近 代移行期 にお ける移植 工

　　業 の 定着過程一横須賀製鉄所 の 設立 を中心 に

　 　
一、31 頁。

47）栗本鋤雲 ：匏菴十種　鉛筆紀聞、栗本鋤雲集、

　　明治文 学全集 、4 巻、筑摩言厨、東京 、（1965）、

　　298 頁。

48）川 口 戌斎 ：袖珍各 国度量集 、圭分房 、（慶応

　　2 （1866 ＞）、 （筆者所蔵）。

49）川 口 戌斎 ：三針 發映、松堂、（慶応 2（1866））、表

　　物 。 （早稲田大学勝俣文庫所 蔵）

50＞ 川 口戌斎 ：前掲書、袖珍各国度量集 、 4 丁
〜5

　 　 丁。

51）佐藤政養 「凡例」、川勝義邦 ：新刊輿地 全 図、
　 　 　 そ う

　　老喜館 、（文久 1（1861＞）、一
舗 、所収。（国立

　　公 文 書館蔵〉。 佐藤政養 は 、明治 3 年の集議院

　　で の 度量衡論争 の大蔵省案を作製。大蔵省案
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　　 に っ い て の資料は、佐藤政養先生顕彭会 ： 政

　　養佐藤与之肋資料集、248 頁。

52＞ 慶応 2年 10月 に 「白仙湾学校所普請皆出来」、

　　ま た 、 慶応 3 年 10 月 に 、 ウェ ル ニ ー
か ら製鉄

　　所 御用掛若年 寄京極主膳正 高富宛に 「近 目落

　　成 の 初学校」へ横浜 語学校 よ り諸術伝習生徒

　　を横須賀に こ させ る よ うに依頼が あっ た。安

　　池尋幸 ： 幕末 維新横須賀製鉄所建築 ・土木施

　　設 の 総合研究、私家販、（2012＞、
164 頁 。 横浜

　　語学校 と は 、横浜仏語伝習所 （慶応 1 年開設）

　　と思われ る。横 浜仏語伝習所に つ い て は詳 細

　　が不明。富山仁 ：メル メ・カ ソ シ ョ ン 、有隣新書、

　　 （1980＞、113頁。

53）菊池勝広 ：横須賀製鉄所 へ の ブ レ ス ト海軍工

　　廠煉瓦寸法規格の 導入 につ い て、横須賀市博

　　物館研究報告 、 人文科学、 第 57 号 、 （2012＞、

　　 17 頁 〜29 頁。

54）横須賀製鉄 所関連論 文 の 収集 ・整理 は 、安池

　　尋 幸 ：前掲書 、 幕末維 新横須賀製鉄所建築 ・

　　土木施設 の 総合研究、 1 頁〜14 頁。

55）菊池勝広 ：前掲書、横須賀製鉄所 へ の ブ レ ス ト

　　海 軍工 廠煉 瓦寸法規格 の 導入 に つ い て 、「3

　　フ ラ ン ス 人 に よ る尺 貫法 とメ
ー

トル 法 の 換

　　算」、21 頁〜22 頁。

56）堤磯右衛門 （1833−1891）は 、明治 6 年 に 日本

　　で 最初 の 石 けん製造業 を起 し た の で 、有名 で

　　あ るが 、 それ 以前に江 戸詰蔵 田清右衛 門 （江

　　戸 深川 中木場 ） の 代人 と して横須賀製鉄所建

　　設 に尽 力 した 。 そ の 記 録が慶応 1 年か ら 4 年

　　にか け て の 「野帳 」 で ある 。 秋本益利 ： 横須

　　賀製鉄所の 建設
一

堤家文書 を中心 として
一

、

　　横浜市立 大学学術研究会 ：横浜 市立 大学論叢 、

　　第 11 巻、4 号、（1970）、50 頁 、53 頁 。 なお 、

　　 「野帳」 は、明治 4 年 ま で 存在す る 。

57）菊池勝広 ：前掲書 、 横須賀製鉄所 へ の ブ レ ス

　　 ト海軍工廠煉瓦寸法規格の 導人 に つ い て 、 ［3

　　フ ラ ン ス 人に よ る尺 貫法 とメ
ー

トル 法 の 換

　　算］、21 頁〜22 頁 。
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